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平成30年４月末 …18,614件 種　　別

路上強盗 14件 （+4件）

種　　別 強制わいせつ 125件 （-14件）

空き巣 534件 （-17件） 自動車盗 292件 （+45件）

忍込み 168件 （-23件） オートバイ盗 427件 （+6件）

金庫破り 37件 （+16件） 自転車盗 4,767件 （-463件）

給油所荒し 2件 （+1件） ひったくり 50件 （-28件）

事務所荒し 174件 （-1件） 車上ねらい 1,117件 （-154件）

出店荒し 176件 （+3件） 自動販売機ねらい 206件 （-7件）

倉庫荒し 148件 （+69件） 部品ねらい 615件 （-54件）

（-879件）

平成30年４月末

平成30年４月末

※数値は暫定値、（　）内は前年同期比

◆県内の全刑法犯認知状況

◆県内の主な侵入盗発生状況

◆県内の主な街頭犯罪発生状況

地域安全ニュース５月号 
平成 30 年５月 30 日発行 
埼玉県警察本部生活安全総務課 

   地域安全対策推進室 
埼玉県県民生活部防犯･交通安全課 

 

 平成30年５月17日、さいたま市浦和区所在の県民健康センターにお
いて、「埼玉県防犯のまちづくり推進会議総会」が開催されました。 
 総会には埼玉県知事、埼玉県警察本部長が出席し、118の自主防犯
活動団体に対して知事からの感謝状が贈呈され、受賞団体の「春日部
環境衛生事業協同組合」から、 

○ 自治体への青パト車両の寄贈と、青パト活動 
○ 組合車両約60台にドライブレコーダーを装備させ、「走る防

犯カメラ」としての市内の巡回 
についての活動報告がなされました。 
 その後、本年２月「防犯のまちづくりに関する協定」に新規参加し
た19団体の紹介や、県警から治安情勢の報告等がなされ、最後に埼玉
県電気工事工業組合から、組合の青パト活動について、活動時の映像
を交えた報告がなされました。 

 県内では、自動車の盗難被害が増加しています。 

 本年４月末現在、埼玉県内の自動車盗被害認知件数は 292 件であり、前 

年同時期と比べ、18.2％増加しています。 

 被害場所については、月極駐車場を含む駐車場内からが全体の 53.8％、 

マンション等の集合住宅や一戸建住宅敷地内からが 23.6％となっています。 

 また、エンジンキーを付けっぱなしで車から離れている間に被害に遭った 

事案が、12.7％ありました。（数字は暫定数） 

 被害に遭わないために、 

   ○ 車から離れるときは、短時間であっても、必ず鍵をかける。 

   ○ 駐車場所に防犯カメラやセンサーライトを設置する。 

   ○ 車に警報機を装備する。 

   ○ ハンドルロック、タイヤロック等の物理的な防犯機器を活用する。 

等の防犯対策を講じて頂けますよう、お願い致します。 


